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平成２９年３月８日（水） 

愛知県企業庁水道部水道事業課 

担 当：尾平、森下 

内 線：５６４２、５６４３ 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ：０５２－９５４－６６８３ 

 

「犬山浄水場ＰＦＩ事業運営開始式」を開催します 

 

愛知県企業庁が実施している犬山浄水場始め２浄水場排水処理及び常用発電等施設整

備・運営事業において、犬山浄水場の排水処理施設、常用発電設備（ガスコージェネレー

ション）及び太陽光発電設備が完成し、平成２９年４月１日から稼働することとなりまし

た。 

つきましては、「犬山浄水場ＰＦＩ事業運営開始式」を開催します。 

 

記 

 

１ 運営開始式について 

 

（１）開催日時 

平成２９年３月２６日（日） 午前１０時３０分から午前１１時３０分まで 

 

（２）開催場所 

愛知県犬山浄水場（犬山市大字犬山字東洞１５番地 別紙１位置図参照） 

 

（３）主催 

愛知県、尾張ウォーター＆エナジー株式会社（ＰＦＩ事業運営会社） 

 

（４）式典概要 

式辞         午前１０時３２分頃 

事業者挨拶           ３５分頃 

来賓祝辞            ３８分頃 

施設概要説明          ５２分頃 

常用発電機起動式     １１時 ７分頃 

 

（５）主な出席者 

愛知県知事、愛知県議会副議長始め関係県議会議員、犬山市始め関係受水団体、 

ＰＦＩ事業運営会社構成企業等 
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２ 事業の概要について 

 

（１）事業名称 

犬山浄水場始め２浄水場排水処理及び常用発電等施設整備・運営事業 

 

（２）契約者 

尾張ウォーター＆エナジー株式会社（ＰＦＩ事業運営会社）（構成企業：月島機械

株式会社、三菱電機株式会社、月島テクノメンテサービス株式会社） 

 

（３）契約額 

8,949,507,979 円（税抜） 

 

（４）契約期間 

平成 26 年 12 月 25 日から平成 49 年 3 月 31 日まで 

ア 設計・建設事業（2年間と約 3か月） 

平成 26 年 12 月 25 日から平成 29 年 3 月 31 日まで 

イ 運営・維持管理業務（20 年間） 

平成 29 年 4 月 1 日から平成 49 年 3 月 31 日まで 

 

（５）事業概要 

愛知県企業庁が実施している県営水道・工業用水道事業では、県内を愛知用水、三

河、尾張の３地域に分けて、浄水場の排水処理業務にＰＦＩ手法を順次導入してきま

した。本事業は、その最後として尾張地域の犬山浄水場及び尾張西部浄水場に対して

導入するものです。 

特に、犬山浄水場においては、排水処理業務に加え常用発電（ガスコージェネレー

ション）と国内水道事業で最大出力となる太陽光発電を導入し、常用発電の活用によ

り電気購入量を減らすことでコストを縮減するとともに、地震等災害時の電力を確保

し、発電機の排熱を活用して排水処理を効率化します。また、太陽光発電により、余

剰電力を電力会社へ売電します。 

本事業は、県が直接実施する場合に比べＰＦＩ事業は財政負担縮減額で約３８億円、

財政負担縮減率は約２８％と見込まれます。 

 

（６）犬山浄水場施設概要 

給水開始   昭和 49 年 2 月 

送水実績   240,900m3/日（平成 27 年度） 

給水エリア  犬山市、江南市、春日井市、小牧市、岩倉市、北名古屋市、一宮市、

清須市、扶桑町、大口町、豊山町（給水人口 約 100 万人） 

今回完成施設 排水処理設備（脱水機） 

（別紙２参照）常用発電設備（ガスエンジン発電） 

太陽光発電設備（国内水道事業で最大出力） 
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（別紙２） 

１ 排水処理設備 

浄水場の水処理過程で発生する泥水を脱水し、発生土は肥料メーカー等へ売却します。 

また、常用発電設備で発生する熱をこの脱水過程に利用することにより、従来システ

ムより概ね 20％程度のエネルギー効率性向上に寄与します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 常用発電設備 

浄水場で通常使用する電力を補うほか、非常時の電力確保として使用します。 

  ガスエンジン発電機 （1,000kW×6台） 
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３ 太陽光発電設備 

  浄水場で通常使用する電力を補うほか、余剰電力は電力会社へ売電します。 

  太陽光発電設備（最大出力 3,100kW  太陽光パネル約 11,700枚） 

 

 

 


